
蛾の姐Jはし.柵.榊.
地名としては､ r阜楓あイまかがみ(帆好の事Ja=を*いたた■)丈治二手(缶Jil186)

三月十二E)の各に｢T救q虎書旬(瓜白河皮の柵､ね柵原(みくりや) ｣並Zilのキ書耗入魚

類で勃L｡身中は加納風土よく,まJL叶Rの身]名としてtllIUとものとされている｡

荘司と甘えは. AJt外の｢LL帆u妥舟妓･舟チエが低はItる8.,干妾から宴tr時代の★義･

牡牛の私的q有At､坊蝕のキ旦に上る立並カ1JEんに叔るが.ヰ…の守札蛸仰こ上って甘

蛾史にittきれ､あ此blの似乱点心こ*iL l丘弁舌のqrjtに柳にA止となるo

また. E]榊や廿■加のさい薙女川がよれず､土止の人並が｢井の牡｣を作って汲したの我も.

奇の大書はrT銘国(しもうさのくに)も早耳(もlつしかごおり)の五E)や汁(いつかいちi,ら)

九LT市村(ここのかいちL'ら)柵(かいじんもら)の三大字を触したJLSであった｡

iLP時代以書取蛾下町-升棚領主の虐札をヤRGとして,その姓皆に組Lた市布を牧ける｡

右肺-有堵(席AR)を中,d二組した集落を札け､さらに

冒:諾o'慧;=三言;芸憲も1(…憲子:忘等　墜堕些些些
助辞･かJb坪)を定めてやiていたo糾こ.位か1･息JSti吐

･+賊を有する草書は?かった上う<す｡

噂か12年にね桝に書やT･′＼費叶･法井村･卑EFl叶が合計

して缶内で4暮E]の市(&431P l43.363名)として魚且｡

また点とLて乱　用坤l-JL浦町も熊手を1にやはして土斗吋

を合併Lた.大千手･大一手.大佐倉も紳市の&を欠け. 4

iL長のこ書手として&年を草げろこととなった｡

唱和キに二宮町･喝和牛に1書付とJIいて紳し､人口

も111,136名と且ったQ
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